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口絵　縮景園図

江戸時代の縮景園を描いた画家たちについて（隅川）



は
じ
め
に

広
島
城
下
に
位
置
す
る
大
名
庭
園「
縮
景
園
」は
、
元
和
六
年（
一
六
二
〇
）に

浅
野
氏
広
島
藩
の
初
代
藩
主
長
晟
の
泉
水
屋
敷
と
し
て
築
か
れ
、
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）に
は
七
代
藩
主
重
晟（
一
七
四
三
〜
一
八
一
三　

在
位
一
七
六
三
〜

一
七
九
九
）に
よ
る
築
き
直
し
で
今
日
の
原
型
と
な
る
姿
が
整
え
ら
れ
た
。
そ
し

て
重
晟
以
後
の
歴
代
も
庭
園
の
改
修
整
備
を
続
け
て
い
た
の
で
、
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）
に
県
へ
の
寄
付
、
国
の
名
勝
指
定
が
な
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
の
被

爆
か
ら
も
復
旧
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
文
化
庁
指
定
台
帳
で
は
、
こ
の
庭
園

を
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

園
ハ
淺
野
家
ノ
別
邸
ニ
シ
テ
泉
邸
ト
モ
セ
ラ
ル
。
元
和
年
間
第
三
代
長
晟

ノ
創
設
ス
ル
ト
コ
ロ
、
爾
來
世
々
ノ
藩
主
之
ニ
修
飾
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
、
特

ニ
第
九
代
重
晟
ハ
京
都
ノ
庭
師
清
水
七
郎
右
衛
門
ヲ
シ
テ
大
ニ
改
修
ヲ
行

ハ
シ
メ
、
略
現
在
ノ
景
觀
ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
中
央
ニ
一
大
苑
池
ヲ
穿

チ
濯
纓
池
ト
云
フ
。
中
ニ
十
數
箇
ノ
島
嶼
ヲ
置
ク
。
池
ハ
南
北
ニ
架
セ
ラ

レ
タ
ル
支
那
風
ノ
跨
虹
橋
ニ
依
ツ
テ
二
分
セ
ラ
ル
。
東
部
及
北
部
ニ
迎
暉

峯
、
臨
瀛
岡
等
ノ
築
山
ア
リ
。
西
部
ニ
馬
場
ヲ
設
ク
。
亭
館
ヲ
各
所
ニ
配

置
シ
、
清
風
館
ハ
東
北
ニ
豁
如
タ
ル
庭
景
ヲ
眺
メ
、
明
月
亭
ハ
神
田
川
及

二
葉
山
ノ
借
景
ヲ
有
ス
。
江
戸
時
代
ニ
發
逹
セ
ル
大
名
庭
ノ
一
ニ
シ
テ
、

ヨ
ク
舊
態
ヲ
保
存
セ
ル
名
園
ナ
リ

（
１
）（

句
読
点
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
）。

こ
の
よ
う
な
評
価
に
関
連
し
て
江
戸
時
代
の
景
観
を
伝
え
る
絵
画
資
料
は
旧

来
、
浅
野
家
に
伝
世
し
た《
縮
景
園
八
勝
図
》と《
御
泉
水
之
図
》、
そ
し
て
明
治

の
造
園
家
小
澤
圭
次
郎
が
収
集
し
た《
安
芸
国
広
島
縮
景
園
全
景
》の
三
件
が
知

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
四
年（
二
〇
〇
二
）に《
縮
景
園
山
荘
図
》、
平

成
二
十
八
年
に《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》、
令
和
三
年（
二
〇
二
一
）に《
縮
景
園

図
》
が
新
出
し
て
、
現
在
で
は
新
旧
あ
わ
せ
て
六
件
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
間
に
は
昭
和
五
十
八
年（
一
九
八
三
）刊
行『
縮
景
園
史
』に
園

史
の
叙
述
や
記
文
・
題
詩
な
ど
の
文
献
資
料
が
収
録
さ
れ

（
２
）、

平
成
二
十
一
年
開
催

『
大
名
庭
園
展
』
な
ど
で
は
絵
図
や
絵
画
な
ど
の
画
像
情
報
も
容
易
に
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る

（
３
）。

こ
れ
ら
も
踏
ま
え
て
各
図
を
画
家
の
視
点
に
よ
り
分
類
す

れ
ば
、
鳥
瞰
図
と
し
て
は《
縮
景
園
図
》《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》《
安
芸
国
広
島

縮
景
園
全
景
》
の
三
件
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
天
明
八
年
〜
寛
政
十
二
年（
一
八 

江
戸
時
代
の
縮
景
園
を
描
い
た
画
家
た
ち
に
つ
い
て

隅
　
川
　
明
　
宏
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〇
〇
）、
文
化
元
年（
一
八
〇
四
）、
文
政
十
三
年（
一
八
三
〇
）と
い
う
年
代
を

基
準
と
し
て
考
え
ら
れ
る
庭
園
景
観
を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
園
内
南
側
の
平

地
上
空
か
ら
北
側
の
丘
陵
方
面
を
鳥
瞰
す
る
視
点
を
と
り
、
庭
園
を
一
目
に
捉
え

る
点
で
共
通
す
る
。
一
方
、
鳥
瞰
図
に
相
対
す
る
分
類
と
し
て
は
享
和
元
年

（
一
八
〇
一
）
の
臨
摸
草
稿
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
る《
縮
景
園
山
荘
図
》
や《
縮

景
園
八
勝
図
》《
御
泉
水
之
図
》が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
庭
園
を
回
遊
す
る
視
点
で
園

内
外
の
眺
望
景
観
を
示
し
て
い
る
。

各
図
を
通
観
す
れ
ば
園
内
に
整
備
さ
れ
た
名
所
や
植
栽
な
ど
景
観
描
写
の
異
同

も
段
階
的
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
名
勝
指
定
時
の
文
化
財
評
価
は
改
め
て
裏

付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、
単
な
る
配
置
図
と
は
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
は
画
家
の
落
款
や
伝
称
な
ど
を
欠
き
、
美
術
作
品
と
は
一
線
を
画
す
る

か
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
、
そ
の
絵
画
性
に
つ
い
て
の
言
及
も
試
み
ら
れ
て
い
な
い

状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
縮
景
園
の
変
遷
を
視
覚
上
で
跡
付
け
る
六
件
の
絵
画
資
料

に
つ
い
て
、
画
家
の
視
点
、
画
風
を
通
し
て
認
識
を
深
め
る
機
会
に
し
た
い
。
た

だ
し
変
遷
す
る
庭
園
景
観
の
異
同
を
往
来
す
る
に
は
あ
ま
り
に
煩
瑣
で
あ
る
の
で
、

各
資
料
を
年
代
観
の
順
に
挙
げ
な
が
ら
、
本
稿
筆
者
の
気
付
き
を
示
し
て
い
く
形

を
と
る
こ
と
に
す
る
。
と
り
わ
け
天
明
期
改
修
以
後
で
最
初
期
の
景
観
を
描
く

《
縮
景
園
図
》に
は
二
十
一
枚
の
題
簽
が
見
え
、
こ
の
当
時
に
選
定
さ
れ
た
名
所
の

呼
称
、
位
置
を
指
し
示
し
、
ま
た
景
観
描
写
の
校
正
に
関
わ
る
貼
紙
十
四
枚（
本

紙
裏
面
へ
の
貼
紙
一
枚
を
含
む
。
）も
確
認
で
き
る【
図
１
】。
画
面
に
示
さ
れ
た

名
所
は
、
清
風
館
を
起
点
に
右
回
り
に
列
記
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
清
風
館
、
②
跨
虹
橋
、
③
濯
纓
池
、
④
望
春
圯
、
⑤
迎
暉
峰
、
⑥
看
花
榻
、

図１　《縮景園図》貼紙の位置関係（上段：題簽の貼紙　下段：景観描写及び旧題簽の貼紙）

⑤
⑥

④

⑦
⑧

③②

⑨
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⑦
悠
々
亭
、
⑧
松
嶼
、
⑨
竒
福
山
、
⑩
鴛
鴦
洲
、
⑪
積
翠
嵓
、
⑫
明
月
亭
、

⑬
白
龍
溪
、
⑭
錦
繡
橋
、
⑮
楓
林
、
⑯
流
芳
軒
、
⑰
古
松
溪
、
⑱
観
瀾
橋
、

⑲
聚
仙
嶋
、
⑳
超
然
居
、
㉑
石
蟾
橋

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
名
所
を
基
準
点
と
し
て
庭
園
景
観
の
全
体
像
、
そ
の
変

遷
を
追
っ
て
い
く
。
な
お
名
所
の
呼
称
は
、
必
ず
し
も
描
か
れ
た
時
点
に
使
用
さ

れ
て
い
た
も
の
と
は
限
ら
ず
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
。

一
　
天
明
・
寛
政
期
の
縮
景
園

（
一
）
縮
景
園
図
―
名
所
を
定
め
る
た
め
の
鳥
瞰
図

《
縮
景
園
図
》
は
紙
本
着
色
、
画
面
の
天
地
三
二・
七
㎝
、
長
一
八
一・
三
㎝
の

巻
物
で
あ
る
。
園
内
の
景
観
と
し
て
、
天
明
六
年（
一
七
八
六
）
に
完
成
し
た
と

さ
れ
る
石
堤
で
ア
ー
チ
構
造
を
伴
う
②
跨
虹
橋
を
画
面
中
心
に
捉
え
、
そ
の
上
下

に
南
側
平
地
の
居
館
で
あ
る
①
清
風
館
、
北
側
丘
陵
の
稲
荷
社
で
あ
る
⑨
竒
福
山

を
対
と
し
、
左
右
に
は
東
西
へ
広
が
る
③
濯
纓
池
に
一
つ
の
有
橋
島
―
⑲
聚
仙

嶋
、
二
つ
の
無
橋
島
―
⑧
松
嶼
と
⑩
鴛
鴦
洲
を
浮
か
べ
る
様
子
を
示
し
、
東
端
に

は
園
内
最
高
峰
で
あ
る
⑤
迎
暉
峰
、
そ
し
て
籬
で
区
割
り
さ
れ
た
西
端
に
は
調
馬

場
の
付
帯
施
設
―
馬
見
所
で
あ
る
⑯
流
芳
軒
を
収
め
て
い
る
。
一
方
、
園
外
の
景

観
と
し
て
山
並
み
の
稜
線
、
山
頂
の
樹
影
二
本
を
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
画
面
に
は
本
紙
の
景
観
描
写
を
校
正
し
た
貼
紙
が
あ
り
、
名
所
で

は
①
清
風
館
、
⑥
看
花
榻
、
⑦
悠
々
亭
、
⑧
松
嶼
、
⑩
鴛
鴦
洲
、
⑪
積
翠
嵓
、
⑳

超
然
居
の
七
か
所
に
貼
紙
が
あ
る
。
こ
の
貼
紙
に
隠
れ
た
本
紙
の
景
観
描
写
に
つ

い
て
紙
背
か
ら
の
透
過
光
を
通
し
て
確
認
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
校
正
が
行
わ
れ

⑯ ⑰

⑮
⑭
⑲
⑱

㉑

⑳
⑬

⑫

⑪ ⑩

①
②

⑨
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た
こ
と
が
わ
か
る【
図
２
】。

・ 

①
清
風
館
は
、
池
岸
付
近
❶
か
ら
南
側
へ
移
し
、
池
岸
に
飛
び
石
な
ど
を
加

え
た
。

・ 

⑥
看
花
榻
は
、
南
側
平
地
❻
か
ら
北
側
丘
陵
へ
移
し
た
。

・ 

⑦
悠
々
亭
は
、
北
岸
❼
か
ら
東
端
へ
移
し
た
。

・ 

⑧
松
嶼
は
、
砂
利
敷
き
の
景
観
❽
を
芝
敷
き
中
心
に
改
め
、
規
模
も
小
さ
く

し
た
。

・ 

⑩
鴛
鴦
洲
は
、
北
岸
に
地
続
き
で
あ
っ
た
砂
利
を
撤
去
し
、
石
組
み
を
加
え

て
池
泉
に
独
立
さ
せ
た
。

・ 

⑪
積
翠
嵓
は
、
北
岸
に
繋
が
っ
た
土
留
め
を
撤
去
し
、
池
泉
に
独
立
さ
せ
た
。

・ 

⑳
超
然
居
は
、
四
柱
と
垂
壁
で
支
え
る
茅
屋
に
、
床
と
彫
透
か
し
欄
干
を
加

え
た
。

こ
れ
ら
の
貼
紙
が
行
わ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、
白
井
報
告
で
は
寛
政
十
二
年

（
一
八
〇
〇
）
の
改
修
竣
工
に
結
び
付
け
、
と
り
わ
け
①
清
風
館
の
貼
紙
を
寛
政

三
年
の
建
て
継
ぎ
に
関
わ
る
も
の
と
提
示
し
て
い
る

（
４
）。

こ
の
建
て
継
ぎ
は
、
①
清

風
館
の
東
側
に
接
続
し
た「
一
之
御
茶
屋
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
園
内
の

配
置
で
言
え
ば
南
岸
の
桜
林「
櫻
花
巷
」
の
南
側
に
当
た
り
、
本
紙
で
は
霞
形
に

よ
り
略
さ
れ
た
部
分
に
所
在
す
る
が
、
本
紙
と
貼
紙
を
比
較
し
て
建
て
継
ぎ
に
よ

る
景
観
変
更
は
読
み
取
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
①
清
風
館
の
貼
紙
に
つ
い
て
寛

政
三
年
の
建
て
継
ぎ
を
以
て
景
観
描
写
の
校
正
が
な
さ
れ
た
も
の
と
い
う
判
断
は

難
し
く
、
む
し
ろ
庭
園
景
観
を
よ
り
詳
細
に
描
く
た
め
の
校
正
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
①
清
風
館
を
除
く
貼
紙
は
現
実
の
改
修
成
果
に
結
び

図２　《縮景園図》貼紙による主な景観描写の校正箇所（縮尺不同。参考写真）

❼悠々亭 ❻看花榻 ❶清風館
→①清風館

⑩鴛鴦洲 ❽松嶼→⑧松嶼

⑳超然居 ⑪積翠嵓
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二
グ
ル
ー
プ
の
題
簽
は
、
⑰
古
松
溪
の
題
簽
の
み
当
初
描
か
れ
た
庭
園
景
観
に
追

加
し
て
貼
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
六
枚
は
本
紙
の
景
観
描
写
を
校
正
し
た
貼
紙
に
付
随

し
て
貼
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
⑩
、
⑳
の
旧
題
簽
は
現

状
な
い
が
、
景
観
描
写
の
校
正
に
際
し
て
剥
が
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
ら
れ
、
当

初
の
題
簽
貼
付
け
は
二
十
枚
を
数
え
た
こ
と
に
な
り
、
当
初
描
か
れ
た
庭
園
景
観

は「
縮
景
園
二
十
勝
」と
い
う
寄
題
詩
に
関
わ
り
が
深
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の「
縮
景
園
二
十
勝
」に
つ
い
て
は
、
天
明
八
年（
一
七
八
八
）竣
工
後
に
撰

述
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る『
縮
景
園
之
記
』
に「
そ
の
さ
ま
〴
〵
の
興
あ
る
所
を
は

た
ち
に
わ
け
て
、
名
さ
へ
唐
め
い
た
る
に
、
文
こ
の
め
る
人
々
に
お
ほ
せ
て
、
か

ら
歌
を
な
ん
つ
く
ら
せ
給
ひ
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
二
十
二
組
が
伝
わ
っ
て

お
り
、
①
清
風
館
を
第
一
首
と
す
る
以
外
に
順
序
の
決
ま
り
は
な
い
が
、
⑰
古
松

溪
を
除
く
二
十
ヵ
所
の
題
簽
と
完
全
一
致
す
る
名
所
を
対
象
と
す
る
寄
題
詩
で
あ

る
。
こ
れ
ら
文
芸
資
料
が
整
え
ら
れ
た
年
代
に
は
、
縮
景
園
は
二
十
ヵ
所
の
名
所

で
一
定
の
世
界
観
を
表
す
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

改
め
て《
縮
景
園
図
》本
紙
の
景
観
描
写
に
戻
る
と
、
⑰
古
松
溪
に
相
当
す
る

板
橋
の
み
な
ら
ず
二
十
勝
に
は
含
ま
れ
な
い「
十
王
堂
」
も
み
ら
れ
、「
縮
景
園

二
十
勝
」の
景
観
を
描
く
目
的
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ

庭
園
景
観
を
再
現
描
写
し
た
上
で
名
所
の
選
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
題
簽
に
示

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
制
作
年
代
、
背
景
を
あ
え
て
述
べ
れ

ば
、
天
明
八
年
の
竣
工
後
、
園
内
全
域
か
ら
二
十
ヵ
所
の
名
所
を
選
定
協
議
す
る

た
め
に
描
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
名
所
の
選
定
に
関
わ
り
な
が
ら
庭
園
の
鳥
瞰
図
を
描
い
た
画
家
は

ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
。《
縮
景
園
図
》の
色
彩
は
池
泉
の
水
色
、
芝
生
の

付
け
て
理
解
し
や
す
く
、
貼
紙
が
行
わ
れ
る
以
前
に
は
、
②
跨
虹
橋
の
東
側
で
は

砂
利
敷
き
の
❽
松
嶼
を
浮
か
べ
、
そ
の
南
岸
に
洲
浜
を
広
く
作
っ
て
❻
看
花
榻
を

設
け
、
北
岸
の
❼
悠
々
亭
も
②
跨
虹
橋
に
近
い
位
置
に
設
け
て
い
た
。
一
方
、
西

側
の
北
岸
で
も
⑩
鴛
鴦
洲
、
⑪
積
翠
嵓
が
岸
の
一
部
と
し
て
接
続
し
て
い
た
と
み

ら
れ
る
。
貼
紙
に
隠
れ
た
本
紙
の
景
観
描
写
に
よ
っ
て
、
寛
政
期
改
修
以
前
に
は

砂
利
敷
き
の
景
観
を
数
多
く
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な《
縮
景
園
図
》が
描
か
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
名
所
を
指
し
示

す
題
簽
の
状
況
を
手
が
か
り
と
し
て
示
し
た
い
。
こ
の
画
面
上
に
は
二
十
一
枚
の

題
簽
が
遺
っ
て
い
る
が
、
実
は
本
紙
の
景
観
描
写
を
校
正
し
た
貼
紙
の
下
に
も
題

簽
が
遺
っ
て
い
る
こ
と
を
透
過
光
で
確
認
で
き
る
。
貼
紙
下
の
本
紙
に
は
❶
、
❻
、

❼
、
❽
の
題
簽
が
見
え
、
あ
わ
せ
て
二
十
五
枚
の
題
簽
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
題
簽
を
寸
法
や
筆
跡
に
基
づ
き
分
類
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
第
一
グ
ル
ー
プ
）

縦
一・七
㎝
前
後
、
横
〇・六
㎝
程
度
。
筆
跡
は
同
筆
と
み
な
せ
る
特
徴
を
有

し
て
い
る
。
貼
紙
横
の
⑩
、
⑳
、
別
途
の
⑰
を
除
き
、
貼
紙
下
の
❶
、
❻
、

❼
、
❽
を
含
む
十
八
枚
。

（
第
二
グ
ル
ー
プ
）

横
〇・七
㎝
程
度
。
第
一
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
大
振
り
な
筆
跡
で
、
貼
紙
上
の

①
、
⑥
、
⑦
、
⑧
、
貼
紙
横
の
⑩
、
⑳
、
別
途
の
⑰
を
数
え
る
七
枚
。

第
一
グ
ル
ー
プ
の
題
簽
は
、
貼
紙
下
の
❶
、
❻
、
❼
、
❽
を
含
ん
で
同
筆
と
み

な
せ
る
こ
と
か
ら
当
初
描
か
れ
た
庭
園
景
観
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
第
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緑
色
に
み
る
よ
う
な
淡
彩
色
を
基
調
と
し
、
⑤
迎
暉
峰
の
稜
線
な
ど
に
濃
い
群
青

を
混
ぜ
て
、
青
緑
山
水
の
画
趣
を
表
現
し
て
い
る
。
園
内
に
は
常
緑
樹
の
松
や

柏
、
杉
な
ど
と
共
に
、
③
濯
纓
池
南
岸
や
⑯
流
芳
軒
東
側
で
は
紅
白
交
じ
り
の

桜
、
⑥
看
花
榻
横
で
は
黄
葉
の
大
銀
杏
、
⑮
楓
林
一
帯
で
は
紅
葉
の
楓
な
ど
を
識

別
し
て
描
き
、
実
際
の
植
生
状
況
を
的
確
に
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
現
実
の
景
観
を
題
材
と
し
て
青
緑
山
水
に
寄
せ
る
画
趣
は
、
十
八

世
紀
後
半
の
広
島
藩
士
で
真
景
表
現
に
関
心
を
寄
せ
た
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
岡

岷
山（
一
七
三
四
〜
一
八
〇
六
）の
作
風
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
好
例
に

は
、
よ
く
知
ら
れ
る《
厳
島
図
》（
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
）を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て《
厳
島
図
》と《
縮
景
園
図
》を
比
較
す
る
と
、
樹
木
や
水
紋
の
形
態

に
筆
癖
の
相
通
じ
る
描
写
感
覚
を
看
取
で
き
る
。
た
と
え
ば
樹
木
で
は
、
岩
頭
に

幹
を
束
ね
寄
せ
た
数
本
の
樹
木
の
、
ま
る
で
花
び
ら
が
開
く
よ
う
に
幹
や
枝
葉
を

曲
げ
て
広
げ
て
い
く
形
態
で
あ
る
。
ま
た
水
紋
で
は
、
池
や
海
に
水
の
動
き
を
表

す
の
に
肥
痩
を
わ
ず
か
に
含
め
た
破
線
を
平
行
に
連
ね
、
波
立
た
す
こ
と
の
な
い

形
態
で
あ
る
。
こ
れ
ら
樹
木
の
配
置
間
隔
や
水
紋
の
破
線
は
、
同
一
人
の
筆
癖
に

基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

《
縮
景
園
図
》
は
そ
の
貼
紙
の
状
況
か
ら
も
、
完
成
し
た
鑑
賞
作
品
と
し
て
伝

わ
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
、
ま
た
、
景
観
描
写
の
校
正
と
第
二
グ

ル
ー
プ
の
題
簽
貼
付
け
が
ま
と
め
て
行
わ
れ
て
い
る
点
で
は
、
寛
政
十
二
年
の
改

修
竣
工
を
契
機
と
す
る
行
為
と
考
え
ら
れ
、
た
と
え
ば
庭
園
改
修
を
受
け
て
藩
庫

に
納
め
る
本
画
の
た
め
の
下
絵
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の《
縮
景
園
図
》

制
作
か
ら
校
正
に
か
け
て
は
、
藩
主
の
近
習
と
し
て
縮
景
園
に
関
わ
る
仕
事
に
も

関
わ
り
が
深
い
岡
岷
山
の
関
与
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
二
）
縮
景
園
八
勝
図
―
選
定
さ
れ
た
眺
望
を
写
す
も
の

《
縮
景
園
八
勝
図
》
は
旧
藩
主
浅
野
家
に
伝
来
し
た
画
冊
で
、
一
冊
の
寸
法
は

縦
一
五・
七
㎝
、
横
二
一・
六
㎝
で
あ
る（『
大
名
庭
園
展
』
図
録
、
№
75
参
照
）。

四
葉
の
表
・
裏
に
各
一
図
を
描
き
、「
長
堤
桃
花
」「
池
亭
納
涼
」「
松
間
明
月
」「
連

峯
積
雪
」「
前
川
行
舟
」「
隴
畝
烟
雨
」「
晴
窓
眺
望
」「
宮
岳
彩
雲
」の
内
題
を
記
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち「
長
堤
桃
花
」
は
⑥
看
花
榻
か
ら
園
外
北
部
の
桃
林
を

眺
め
た
も
の
で
、「
池
亭
納
涼
」は
⑦
悠
々
亭
の
夏
景
に
し
て
唯
一
園
内
の
眺
望
を

示
す
。「
松
間
明
月
」「
連
峯
積
雪
」「
前
川
行
舟
」「
隴
畝
烟
雨
」は
⑫
明
月
亭
付
近

か
ら
望
む
秋
、
冬
、
夏
、
春
の
景
色
で
あ
り
、「
晴
窓
眺
望
」は
⑫
明
月
亭
内
に
か

か
る
眺
望
で
あ
る
。「
宮
岳
彩
雲
」は
⑦
悠
々
亭
か
ら
⑫
明
月
亭
の
間
の
丘
陵「
臨

瀛
岡
」か
ら
南
に
向
か
っ
て
厳
島
を
望
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

こ
の「
縮
景
園
八
勝
」選
定
は
文
化
元
年（
一
八
〇
四
）頃
と
さ
れ
、
文
化
二
年

『
縮
景
園
之
記
』
に
八
勝
の
和
歌
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
選
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
必
ず
し
も
選
定
年
代
は
明
ら
か
で
は

な
い
。《
縮
景
園
図
》
と
の
関
係
で
い
え
ば「
池
亭
納
涼
」
は
、
湾
曲
し
た
砂
利
浜

を
描
き
、
⑦
悠
々
亭
の
四
壁
を
開
け
放
ち
、
垂
壁
を
示
さ
ず
茅
屋
を
支
え
る
構
造

の
描
写
が
共
通
し
て
い
る
。
ま
た「
長
堤
桃
花
」
は
、
⑥
看
花
榻
の
移
設
並
び
に

園
外
の
眺
望
景
観
と
し
て
桃
林
が
植
樹
さ
れ
た
こ
と

（
５
）

に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。「
晴
窓
眺
望
」に
は
借
景
と
す
る
山
々
と
、
そ
の
山
頂
上
に
一
本
の
樹
木
を
描

い
て
い
る
。
こ
れ
も《
縮
景
園
図
》で
⑫
明
月
亭
奥
の
遠
山
上
に
描
か
れ
た
一
本

の
樹
影
と
共
通
す
る
景
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
を
重
視
す
れ
ば
八
勝
の
選

定
、
画
作
の
時
期
は
、
⑥
看
花
榻
や
⑦
悠
々
亭
な
ど
の
改
修
が
竣
工
し
た
と
み
ら

れ
る
寛
政
十
二
年（
一
八
〇
〇
）頃
ま
で
遡
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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作
者
に
つ
い
て
は
、
落
款
や
題
跋
、
伝
称
は
な
い
が
、
た
と
え
ば《
縮
景
園

図
》
題
簽
と
比
較
可
能
な
字
形
を
挙
げ
れ
ば
、「
花
」「
池
」「
亭
」「
松
」「
明
」「
月
」

「
積
」「
隴
」及
び「
龍
」「
望
」が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
筆
跡
は
右
肩
上
が
り
の
顕
著
な

字
形
で
、
特
に「
池
」「
松
」の
字
形
は
同
一
人
物
の
筆
跡
で
下
筆
時
期
も
近
し
い

も
の
と
み
な
す
の
に
十
分
な
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
松
の
遠
景
描
写
や
葉
叢
の
点

描
、
水
紋
の
線
描
な
ど
の
画
風
に
は《
縮
景
園
図
》
と
の
類
似
点
を
確
認
で
き
、

し
か
も
よ
り
精
彩
で
岡
岷
山
晩
年
の
画
風
に
重
な
る
点
も
見
ら
れ
る
。
こ
の《
縮

景
園
八
勝
図
》に
つ
い
て
岡
岷
山
筆
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
た
び
た
び
指
摘
さ

れ
て
き
た
が
、
慎
重
を
期
し
て
特
定
は
避
け
ら
れ
る
傾
向
も
あ
っ
た
。
本
稿
で
は

筆
跡
の
観
点
か
ら
も
画
風
の
観
点
か
ら
も
、
岡
岷
山
筆
と
み
て
相
違
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

二
　
享
和
期
の
縮
景
園
山
荘
図
―
谷
文
晁
様
式
を
示
す
も
の

《
縮
景
園
山
荘
図
》
は
天
地
二
九
㎝
、
総
長
二
六
〇
〇
㎝
を
超
え
る
二
巻
を
一

組
と
し
、
全
三
十
二
図
を
描
い
た
画
巻
で
あ
る
。
巻
一
冒
頭
の
題
辞
に「
縮
景
園

山
荘
図
二
巻
臨
摸　

成
自
清
風
館
於
霊
蹟
壇
畢　

錦
江
記（
印
）（
印
）」と
あ
り
、

ま
た
巻
一
末
尾
の
落
款
に
は
、
享
和
元
年（
一
八
〇
一
）八
月
に
佐
々
木
錦
江
が

草
稿
を
作
り
、
文
化
二
年（
一
八
〇
五
）
八
月
に
花
信
堂
が
描
き
、
文
政
十
二
年

（
一
八
二
九
）
三
月
に
池
内
定
儀
が
彩
色
し
た
と
あ
り
、
縮
景
園
を
描
く
絵
画
資

料
の
な
か
で
唯
一
、
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
各
図
に
描
か
れ
た
庭
園
内
外
の

眺
望
は『
縮
景
園
山
荘
図
の
世
界
』図
録
に
詳
述
さ
れ
て
い
る

（
６
）。

そ
こ
で
は
各
図

の
解
釈
は
現
代
の
庭
園
を
基
準
と
し
て
い
る
た
め
不
整
合
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
よ
う
で
、
改
め
て《
縮
景
園
図
》と
の
比
較
に
よ
り
各
図
の
位
置
関
係
を

正
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
景
観
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
巻（
１
） ①
清
風
館
を
東
に
進
み
、
④
望
春
圯
に
至
る
。

　
　
（
２
） ④
望
春
圯
を
北
に
進
み
、
⑥
看
花
榻
に
至
る
。

　
　
（
３
） ⑥
看
花
榻
に
至
る
道
を
挟
ん
で
、
⑤
迎
暉
峰
を
望
む
。

　
　
（
４
） 「
長
堤
桃
花
」。
⑥
看
花
榻
を
含
め
て
園
外
の
桃
林
を
展
望
す
る
。

　
　
（
５
）「
池
亭
納
涼
」。
⑦
悠
々
亭
を
主
景
と
し
、
②
跨
虹
橋
を
挟
ん
で
⑮
楓

林
な
ど
を
展
望
す
る
。

　
　
（
６
） 「
宮
岳
彩
雲
」。
臨
瀛
岡
に
て
厳
島
を
遠
望
す
る
。

　
　
（
７
） ⑨
竒
福
山
に
東
面
す
る
。

　
　
（
８
） ⑨
竒
福
山
を
背
に
、
⑪
積
翠
嵓
、
⑯
流
芳
軒
を
望
む
。

　
　
（
９
） ②
跨
虹
橋
に
て
、
⑩
鴛
鴦
洲
か
ら
⑭
錦
繡
橋
ま
で
を
望
む
。

　
　
（
10
）①
清
風
館
を
西
に
進
み
、
㉑
石
蟾
橋
や
籬
で
区
画
さ
れ
た
別
境
を
望
む
。

　
　
（
11
） 

㉑
石
蟾
橋
を
西
に
進
み
、
⑳
超
然
居
か
ら
⑰
古
松
溪
の
間
を
望
む
。

　
　
（
12
） ⑰
古
松
溪
を
北
に
進
み
、
⑮
楓
林
、
⑭
錦
繡
橋
に
至
る
。

　
　
（
13
） ⑭
錦
繡
橋
に
て
北
西
を
向
き
、
⑯
流
芳
軒
、
⑬
白
龍
渓
を
望
む
。

　
　
（
14
） ⑭
錦
繡
橋
を
東
に
進
み
、
⑫
明
月
亭
に
至
る
。

二
巻（
１
）⑦
悠
々
亭
の
手
前
で
北
を
向
き
、
靈
蹟
壇（
十
王
堂
）や
園
外
を
望
む
。

　
　
（
２
） ④
望
春
圯
に
て
北
を
向
き
、
⑦
悠
々
亭
と
③
濯
纓
池
を
望
む
。

　
　
（
３
） 「
前
川
行
舟
」。
⑫
明
月
亭
に
て
北
を
向
き
、
京
橋
川
を
展
望
す
る
。

　
　
（
４
） 「
晴
窓
眺
望
」。
⑫
明
月
亭
の
窓
を
覗
い
て
、
園
外
を
遠
望
す
る
。

　
　
（
５
） ③
濯
纓
池
の
北
岸
に
て
南
を
向
き
、
櫻
花
巷
や
一
之
御
茶
屋
を
望
む
。

　
　
（
６
） ①
清
風
館
に
て
西
を
向
き
、
⑳
超
然
居
方
面
を
望
む
。
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（《
縮
景
園
図
》か
ら
の
変
化
を
示
す
も
の
）

一
巻（
１
） ⑧
松
嶼
は
あ
り
、
近
く
に
岩
頭
が
浮
か
ぶ
景
観
が
新
し
い
。

一
巻（
５
）⑧
松
嶼
は
な
い
。
三
島
に
変
わ
り
、
⑦
悠
々
亭
の
南
西
の
松
も
新

し
い
。

一
巻（
６
） ⑧
松
嶼
は
な
い
。「
小
蓬
莱
」と
み
ら
れ
る
一
島
の
み
が
あ
る
。

二
巻（
２
）
⑧
松
嶼
は
画
面
左
端
に
な
い
。
ほ
か
の
島
も
画
面
内
に
な
く
、

岩
頭
の
み
が
浮
か
ぶ
。

（《
縮
景
園
図
》に
通
じ
る
景
観
を
描
く
も
の
）

二
巻（
５
） ⑧
松
嶼
、
南
岸
の
景
観
は
、
ほ
ぼ
同
じ
年
代
観
を
示
す
。

二
巻（
８
）⑦
悠
々
亭
、
⑧
松
嶼
の
雰
囲
気
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
年
代
観
で

あ
る
。

二
巻（
11
） 

⑧
松
嶼
、
南
岸
の
景
観
は
、
ほ
ぼ
同
じ
年
代
観
を
示
す
。

③
濯
纓
池
東
側
の
島
嶼
部
に
お
い
て
は
景
観
描
写
の
振
幅
が
大
き
く
、
各
場
面

は
必
ず
し
も
同
時
期
に
描
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
同
じ
場

所
を
捉
え
て
も
異
な
る
年
代
観
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
原
本
が
あ
る
程
度

の
長
期
に
わ
た
っ
て
、
改
修
に
平
行
し
な
が
ら
描
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能

性
や
、
転
写
の
過
程
で
修
正
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
な
ど
を
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
享
和
元
年
か
ら
文
政
十
二
年
ま
で
の
長
期
に
わ
た
っ
て
加
筆
さ
れ
た
と
み
ら
れ

る《
縮
景
園
山
荘
図
》
に
各
人
物
が
ど
の
程
度
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
の
か
、

簡
単
に
記
し
て
お
く
。

ま
ず
彩
色
者
の
池
内
定
儀
で
あ
る
。
一
巻（
９
）で
は
砂
利
敷
き
の
輪
郭
線
を

認
め
ら
れ
る
⑩
鴛
鴦
洲
に
彩
色
を
施
し
て
芝
敷
島
に
表
し
、
ま
た
二
巻（
15
）で

　
　
（
７
） ⑭
錦
繡
橋
に
て
東
を
向
き
、
⑪
積
翠
嵓
に
面
し
て
⑨
竒
福
山
を
望
む
。

　
　
（
８
） ①
清
風
館
に
て
北
東
を
向
き
、
③
濯
纓
池
を
望
む
。

　
　
（
９
） ⑨
竒
福
山
に
て
西
を
向
き
、
⑭
錦
繡
橋
や
⑮
楓
林
を
望
む
。

　
　
（
10
） ③
濯
纓
池
の
北
岸
に
て
西
を
望
み
、
⑨
竒
福
山
や
②
跨
虹
橋
を
望
む
。

　
　
（
11
）
⑥
看
花
榻
と
⑤
迎
暉
峰
の
間
に
て
、
南
岸
一
帯
及
び
園
外
を
展
望
す

る
。

　
　
（
12
） 靈
蹟
壇（
十
王
堂
）に
東
面
し
、
右
方
に
④
望
春
圯
も
望
む
。

　
　
（
13
） ⑰
古
松
溪
に
西
面
し
、
左
方
に
籬
で
区
割
り
し
た
別
境
も
捉
え
る
。

　
　
（
14
） ⑰
古
松
溪
に
て
、
⑮
楓
林
、
⑭
錦
繡
橋
を
望
む
。

　
　
（
15
） ⑮
楓
林
に
て
、
⑭
錦
繡
橋
、
⑬
白
龍
溪
を
望
む
。

　
　
（
16
） ①
清
風
館
玄
関
前
に
て
、
籬
で
区
画
さ
れ
た
空
間
を
望
む
。

　
　
（
17
） ①
清
風
館
玄
関
か
ら
西
に
向
か
い
、
㉑
石
蟾
橋
ま
で
望
む
。

　
　
（
18
） ⑱
観
瀾
橋
に
北
面
し
、
⑳
超
然
居
や
⑰
古
松
溪
ま
で
望
む
。

一
巻
は
①
清
風
館
か
ら
右
回
り
に
回
遊
し
、
対
岸
の
⑨
竒
福
山
で
②
跨
虹
橋
を

渡
っ
て
再
び
①
清
風
館
前
に
戻
り
、
今
度
は
左
回
り
に
回
遊
し
て
⑫
明
月
亭
に
至

り
、
二
巻
は
霊
蹟
壇
の
景
観
か
ら
始
ま
り
、
各
境
を
様
々
な
角
度
で
描
き
、
⑳
超

然
居
前
の
景
観
で
終
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
描
か
れ
た
景
観
は
、
題
辞
に
記
さ

れ
る「
臨
摸
」と
い
う
状
況
を
信
じ
れ
ば
、
享
和
元
年
以
前
の
原
本
に
描
か
れ
た

景
観
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
同
じ
名
所
を
対
象
に
し
な
が
ら
景
観
の

差
異
を
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
⑧
松
嶼
は《
縮
景
園
図
》
で
は
芝

敷
き
に
松
の
低
木
、
砂
利
浜
を
示
す
名
所
で
あ
る
が
、
こ
の
景
観
に
は
次
の
よ
う

な
差
異
を
認
め
ら
れ
る
。
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も
園
路
の
輪
郭
線
を
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
流
水
を
思
わ
せ
る
彩
色
を
施
す
点
で
、

こ
の
人
物
は
実
際
の
景
観
を
反
映
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
お
彩
色
を
一
括

し
て
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
い
で
作
図
者
の
花
信
堂
に
つ
い
て

は
、
一
巻（
11
）
二
巻（
９
）（
13
）
の
よ
う
に
彩
線
を
も
っ
て
景
観
を
描
写
す
る

こ
と
も
多
い
が
、
⑮
楓
林
に
対
し
て
桜
花
を
表
す
彩
線
を
用
い
る
な
ど
、
必
ず
し

も
景
観
に
対
し
て
望
ま
し
い
色
彩
を
付
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
付

く
。
こ
の
人
物
も
実
際
の
景
観
に
詳
し
い
と
は
思
わ
れ
ず
、
臨
摸
草
稿
者
の
佐
々

木
錦
江
に
つ
い
て
は
彩
色
を
行
わ
ず
、
墨
線
中
心
の
画
面
を
作
っ
て
い
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
。

少
な
く
と
も
文
化
五
年
の
花
信
堂
、
文
政
十
二
年
の
池
内
定
儀
は
、
縮
景
園
に

関
わ
り
を
以
て《
縮
景
園
山
荘
図
》
に
加
筆
し
て
い
る
と
は
み
な
し
が
た
い
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
画
巻
は
佐
々
木
錦
江
の
臨
摸
草
稿
本
を
花
信
堂
が
重
模
し
た
も

の
と
思
わ
れ
、
享
和
元
年
の
草
稿
年
代
が
こ
こ
に
描
か
れ
た
景
観
の
下
限
を
示
す

も
の
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
観
点
で
先
行
作
品
と
の
異
同
を
振
り
返
る
と
、
⑧
松

嶼
に
関
連
す
る
⑦
悠
々
亭
は
、
一
巻（
５
）
で
は
四
柱
に
垂
壁
が
加
え
ら
れ
て
い

る
点
が
異
な
る
。
こ
れ
は《
縮
景
園
図
》《
縮
景
園
八
勝
図
》で
は
見
る
こ
と
が
で

き
ず
、
ま
た『
縮
景
園
銘
細
記
』
に「
此
御
建
之
御
物
数
寄
ハ
一
式
京
都
庭
業
清

水
七
郎
衛
門
へ
被
仰
付
、
当
時（
現
在
の
意
）
壁
黄
土
塗
候
へ
共
、
本
体
ハ
黄
紙

御
張
付
之
由
申
伝
へ
候
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
享
和
元
年
ま
で
に
改
修
さ
れ
た
様

子
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
一
巻（
12
）
で
は
⑪
積
翠
嵓
横
の
土

留
め
が
見
え
、
こ
れ
は《
縮
景
園
図
》校
正
前
の
本
紙
に
描
か
れ
た
景
観
を
示
し

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
一
巻
題
辞
に「
臨
摸
」と
自
認
す
る
以
外
に
原
本
の
存
在
を
示
す
記

図３　《縮景園山荘図》一巻のうち場面（４）（５）（11）
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藩
で
も
認
知
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

《
縮
景
園
山
荘
図
》
に
お
い
て
は
、
景
観
を
描
く
線
描
に
位
置
関
係
の
不
分
明

な
個
所
が
見
受
け
ら
れ
、
写
生
し
た
当
人
に
よ
り
浄
写
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
難

い
点
も
あ
り
、
臨
摸
の
対
象
そ
の
も
の
が
ス
ケ
ッ
チ
風
の
粉
本（
稿
本
）で
あ
っ

た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
粉
本
の
模
写
と
い
う
行
為
は
、
こ
の《
縮
景
園
山
荘
図
》

に
お
け
る「
臨
摸
」と
述
べ
る
事
情
に
も
、
当
て
は
め
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。三

　
文
化
期
の
縮
景
園

（
一
）
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
―
岡
岷
山
の
縮
景
園
図
に
関
連
し
て

《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》
は
紙
本
着
色
、
画
面
の
天
地
三
二・
五
㎝
、
長

一
五
四・五
㎝
の
巻
物
で
あ
る
。
鳥
瞰
図
と
し
て《
縮
景
園
図
》を
祖
型
と
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
⑯
流
芳
軒
を
描
写
範
囲
か
ら
除
外
し
、
そ
の
他
の
名
所
で

は
配
置
間
隔
ま
で
引
き
継
い
で
い
る
。
こ
の
た
め
に
②
跨
虹
橋
を
画
面
の
左
側
に

寄
せ
て
構
図
の
均
整
を
失
っ
た
が
、
本
紙
天
地
の
寸
法
も《
縮
景
園
図
》に
酷
似

し
て
お
り
、
か
え
っ
て《
縮
景
園
図
》
を
祖
型
と
し
て
固
持
す
る
姿
勢
が
よ
く
わ

か
る【
図
４
】。
景
観
描
写
の
変
化
に
つ
い
て
、
ま
ず
島
嶼
部
で
は
③
濯
纓
池
に

浮
か
ぶ
無
橋
島
の
築
き
直
し
で
あ
る
。
東
側
に
は
⑧
松
嶼
を「
烟
霞
島
」「
小
蓬

莱
」
の
二
島
と
し
、
そ
の
脇
に
岩
頭
を
浮
か
べ
、
ま
た
西
側
に
は
⑩
鴛
鴦
洲
を

「
水
心
島
」「
蒼
雪
島
」「
緑
蘋
洲
」「
蘭
舟
嶼
」の
四
島
と
し
、
無
橋
島
は
六
島
へ
と

景
観
を
変
え
て
い
る
。
外
周
部
で
は
、
南
岸
に「
映
波
橋
」「
昇
仙
橋
」の
二
橋
が

架
か
り
、
⑥
望
春
圯「
望
春
橋
」
に
繋
が
り
、
⑦
悠
々
亭
か
ら
⑨
竒
福
山
へ
の
途

中
に「
楊
柳
橋
」が
架
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
北
岸
の
⑬
白
龍
溪
は
砂
川
で

録
は
な
い
が
、
絵
画
様
式
上
か
ら
は
谷
文
晁（
一
七
六
三
〜
一
八
四
〇
）
に
よ
る

庭
園
画
巻
と
類
似
す
る
特
徴
が
あ
る
。
通
常
、
画
巻
は
手
元
で
巻
き
進
め
て
鑑
賞

す
る
た
め
、
鑑
賞
者
の
視
点
も
画
面
に
正
対
し
て
平
行
移
動
す
る
が
、
こ
こ
で
は

長
大
な
画
面
を
構
成
す
る
の
に
一
図
毎
に
区
切
り
、
そ
の
中
で
視
座
を
留
め
る
よ

う
に
し
て
園
内
外
の
眺
望
の
遠
近
、
広
角
を
感
じ
な
が
ら
鑑
賞
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
巻（
４
）（
５
）な
ど
は
、
画
面
の
焦
点
を
中
央
に

寄
せ
て
３
枚
程
度
の
ス
ケ
ッ
チ
を
一
図
に
合
成
し
、
ま
た
画
面
の
左
奥
に
向
か
っ

て
水
平
線
が
下
が
り
、
遠
望
を
示
す
よ
う
な
構
図
に
特
色
を
示
し
て
い
る【
図

３
】。
こ
う
し
た
景
観
描
写
の
手
法
を
行
っ
た
重
要
画
家
が
谷
文
晁
で
あ
り
、
い

く
つ
か
の
庭
園
を
描
い
て
い
る
。
今
日
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
で
は《
赤
坂
庭
園

五
十
八
勝
図
》な
ど
が
好
例
で
あ
る

（
７
）。

こ
の
文
晁
と
広
島
の
関
わ
り
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
頼
春
水
に
よ
る
次
の
記
事
を
参
照
し
て
お
く
。

○
尾
張
家
ノ
外
山
ノ
莊
ハ
ソ
ノ
廣
大
ヲ
極
メ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
谷
文

晁
ヲ
召
シ
テ
、
五
月
ヨ
リ
十
月
ニ
至
リ
其
圖
ヤ
ヽ
ナ
ル
ト
云
フ
。
栗
山
先

生
ソ
ノ
跋
ア
リ
。
其
粉
本
ヲ
カ
リ
吾
公
庫
ニ
一
副
本
ヲ
寫
シ
得
ラ
レ
タ
リ

（
８
）。

こ
の
記
事
を
採
録
す
る「
霞
関
掌
録　

一
〜
四
」は
春
水
七
回
目
の
江
戸
詰
め
に

際
し
て
の
記
録
で
あ
る
。
期
間
は
享
和
二
年（
一
八
〇
二
）九
月
二
十
三
日
〜
享

和
三
年
四
月
十
四
日
。
文
晁
が
戸
山
荘
を
訪
れ
た
の
は
寛
政
十
年（
一
七
九
八
）

九
月
二
十
八
日
と
さ
れ
、
翌
寛
政
十
一
年
五
月
に「
戸
山
荘
図
」
二
十
七
図
を
完

成
さ
せ
た
と
い
う（
柴
野
栗
山「
戸
山
荘
図
跋
」『
栗
山
文
集
』所
収
）。
そ
の
後
、

頼
春
水
が
粉
本（
稿
本
か
）を
借
り
受
け
、
模
写
し
た
副
本
を「
吾
公
庫
」広
島
藩

に
納
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
模
写
者
は
不
明
だ
が
、
文
晁
に
よ
る
庭
園
画
は
広
島
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あ
っ
た
流
れ
と
向
き
を
変
え
、
実
際
の
水
を
流
す
滝「
白
龍
泉
」の
景
観
と
な
っ

た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
島
嶼
部
や
外
周
部
の
景
観
が
築
き
直
さ
れ
た
様
子
は
、
文
化
二
年

〜
六
年（
一
八
〇
五
〜
〇
九
）
ま
で
に
描
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る

（
９
）。

こ

れ
は
文
化
二
年『
縮
景
園
之
記
』九
月
稿
に
回
遊
性
を
み
て
景
観
年
代
の
上
限
を

定
め
た
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
同
九
月
稿
に
は
回
遊
性
は
意
図
さ
れ
て
お
ら
ず
、

文
化
二
年
を
年
代
観
の
上
限
に
定
め
る
必
要
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で『
縮
景
園
史
』で
は
、
文
化
元
年（
一
八
〇
四
）に
名
所
の
名
付
け
改

め
が
命
じ
ら
れ
て「
三
十
四
ヵ
所
」
が
選
定
さ
れ
た
と
い
う
が
、「
縮
景
園
二
十

勝
」「
縮
景
園
八
勝
」の
よ
う
に
定
数
性
の
あ
る
文
芸
資
料
が
伝
わ
る
わ
け
で
も
な

く
、
同
年
に
三
十
四
ヵ
所
が
選
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
述
べ
る
の
は
、
文
化
二
年『
縮
景
園
之
記
』
で
は「
か
ら
や
ま
と
の
ふ
み

ど
も
書
集
め
」
さ
せ
て
日
野
資
枝
ら
に
よ
る「
八
勝
の
御
歌
」
を
得
た
こ
と
を
特

記
す
る
一
方
、
名
所
に
つ
い
て
は
定
数
を
明
記
せ
ず
、『
縮
景
園
之
記
』九
月
稿
と

十
一
月
稿
で
各
々
記
す
名
所
に
は
若
干
の
異
同
も
あ
る
上
、
二
種
あ
わ
せ
て
も

三
十
二
ヵ
所
を
数
え
ら
れ
る
に
留
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
三
十
二
ヵ
所
は
す
な

わ
ち
、『
縮
景
園
史
』の
述
べ
る
三
十
四
ヵ
所
の
う
ち「
靈
蹟
壇
」「
楊
柳
湾
」「
弄
雲

橋
」「
蒼
雪
島
」
を
除
い
て
、
代
わ
り
に「
積
翠
嵓
」「
蘭
舟
嶼
」
を
加
え
た

三
十
二
ヵ
所
で
あ
る
。
そ
の
後
の
文
化
三
年『
縮
景
園
記
』
及
び
文
化
七
年『
縮

景
園
仮
名
記
』
で
は『
縮
景
園
之
記
』
に
挙
げ
る
三
十
二
ヵ
所
に「
靈
蹟
壇
」「
蒼

雪
島
」「
弄
雲
橋
」「
攀
桂
橋
」「
振
鷺
洲
」を
加
え
て
三
十
七
ヵ
所（
楊
柳
湾
、
楊
柳

橋
を
一
ヵ
所
と
数
え
た
場
合
）を
記
し
て
い
る
。

記
文
の
ほ
か
に
、
浅
野
家
伝
世
の
平
面
図《
御
泉
水
絵
図
》（『
大
名
庭
園
展
』

図４　《縮景園図》に比較した場合の《浅野侯別邸泉邸図》（園内・園外の認識関係）

園外
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を
示
す
ほ
ど
の
描
写
感
覚
は
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
②
跨
虹
橋
を
画
面
の
中
心
で

は
な
く
左
側
に
寄
せ
て
構
図
の
均
整
を
失
う
改
変
を
示
す
点
は
、
景
観
描
写
に
お

け
る
景
物
の
配
置
間
隔
に
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る《
縮
景
園
図
》の
画
家
の
姿
勢
と

は
異
な
り
、
そ
の
意
味
で
岷
山
を
作
者
と
す
る
見
方
、
あ
る
い
は
岷
山
画
を
原
本

と
す
る
見
方
も
困
難
で
あ
る
。
詰
ま
る
と
こ
ろ《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》
は
文
化

元
年
頃
の
景
観
を
対
象
と
し
て
、《
縮
景
園
図
》の
画
家
と
は
異
な
る
作
者
が《
縮

景
園
図
》を
祖
型
と
し
て
描
き
、
名
所
の
選
定
協
議
を
進
め
る
た
め
の
参
考
資
料

に
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お『
縮
景
園
史
』で
は
、
⑧
松
嶼
の
改
称
を
希
望
す
る
重
晟
の
意
向
に
つ
い

て
岷
山
が
伝
達
す
る「
八
月
十
九
日
付
け
梅
園
太
嶺
宛
書
簡
」を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
れ
は
従
来
、
文
化
元
年
の
名
所
選
定
に
つ
な
が
る
事
情
を
伝
え
る
資
料
と
し
て

知
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
同
年
に
⑧
松
嶼
は
既
に
な
く
、「
烟
霞
島
」「
小
蓬
莱
」

の
二
島
に
変
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
書
簡
の
差
出
年
代
は
寛
政

十
二
年（
一
八
〇
〇
）
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
書
簡
を
例

示
し
て
岷
山
が
文
化
元
年
の
名
所
選
定
に
関
わ
っ
た
と
述
べ
る『
縮
景
園
史
』の

説
明
に
再
考
の
必
要
が
生
じ
る
な
ら
ば
、
本
稿
で《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》に
推

定
し
た
位
置
付
け
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
整
合
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
二
）
御
泉
水
之
図
―
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
眺
望
を
写
す
も
の

二
点
目
の《
御
泉
水
之
図
》
は
旧
藩
主
浅
野
家
に
伝
来
し
た
二
枚
で
、
各
縦

二
六・八
㎝
、
横
四
〇・〇
㎝
の
一
紙
物
で
あ
る（『
大
名
庭
園
展
』図
録
、
№
76
参

照
）。
一
枚
に
は
②
跨
虹
橋
の
向
こ
う
に
⑤
迎
暉
峰
を
捉
え
、
南
岸
の
櫻
花
巷
を

描
い
て
春
景
と
し
、
も
う
一
枚
は
丹
楓
林（
⑮
楓
林
の
改
称
）を
正
面
に
捉
え
た

秋
景
で
、
砂
利
浜
に
松
の
巨
木
ひ
と
つ
が
直
立
す
る
様
子
や
北
岸
の
白
龍
泉
か
ら

図
録
、
№
73
参
照
）
に
示
さ
れ
る
区
割
は《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》
の
景
観
描
写

と
相
関
が
強
い
。《
御
泉
水
絵
図
》は
下
屋
敷
全
域
を
対
象
と
し
、
赤
・
橙
・
黃
・

緑
・
青
・
藍
・
紫
の
七
色
に
分
け
て
区
割
を
表
示
し
て
い
る
。
そ
の
七
色
の
う
ち

「
青
色
縮
景
園
」
と
注
さ
れ
る
区
割
の
な
か
に
文
化
二
年
の
記
文
に
記
さ
れ
な
い

「
靈
蹟
壇
」「
蒼
雪
島
」
の
呼
称
を
記
し
て
三
十
三
ヵ
所
の
名
所
を
示
し
、
ま
た
園

外
西
端
の
⑯
流
芳
軒
も
あ
わ
せ
て
三
十
四
ヵ
所
と
な
る
。
他
方
、
文
化
三
年
の
記

文
に
挙
が
る「
弄
雲
橋
」は
景
観
の
み
描
い
て
呼
称
を
記
さ
ず
、「
攀
桂
橋
」「
振
鷺

洲
」に
至
っ
て
は
景
観
の
存
在
も
描
か
な
い
こ
と
か
ら
、
文
化
三
年
に
は
至
っ
て

い
な
い
平
面
図
と
想
定
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な《
御
泉
水
絵
図
》
は《
浅
野
侯
別

邸
泉
邸
図
》の
対
象
と
す
る
庭
園
景
観
の
範
囲
、
地
割
の
位
置
関
係
、
園
路
の
流

れ
に
整
合
し
て
お
り
、
西
端
の
⑯
流
芳
軒
を
園
外
と
し
て
示
す
こ
と
に
も
庭
園
範

囲
に
対
し
て
共
通
し
た
認
識
が
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

『
縮
景
園
史
』に
述
べ
ら
れ
る
文
化
元
年
の
名
所
の
名
付
け
改
め
は「
三
十
四
ヵ

所
」の
定
数
を
必
ず
し
も
示
さ
な
い
と
し
て
、《
縮
景
園
図
》と
の
相
関
に
立
ち
戻

れ
ば
、
こ
の
本
紙
上
に
は
⑬
白
龍
渓（
改
修
後
の
白
龍
泉
）、
⑭
錦
繡
橋
に
通
じ

る
景
観
に
二
枚
の
題
簽
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
二
枚
と
も
に
墨
書
は
な
い
。

た
だ
し
、
二
枚
の
ほ
か
に
剥
が
さ
れ
た
形
跡
も
若
干
散
見
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

は《
縮
景
園
図
》同
様
、
文
化
元
年
の
名
所
選
定
に
関
わ
っ
て
制
作
さ
れ
た
可
能

性
を
考
え
ら
れ
る
。

さ
て《
縮
景
園
図
》を
祖
型
と
す
る《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》の
画
家
は
如
何
で

あ
ろ
う
か
。
青
緑
山
水
の
画
趣
を
示
す
点
、
樹
木
や
水
紋
の
形
態
は《
縮
景
園

図
》を
概
ね
引
き
継
い
で
い
る
が
、
樹
種
を
描
き
分
け
る
表
現
は
少
な
く
な
っ
て

い
る
。
樹
木
の
配
置
間
隔
や
水
紋
の
破
線
に
も《
縮
景
園
図
》に
共
通
し
た
筆
癖
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肌
を
表
す
色
彩
、
線
描
の
繊
細
さ
は
む
し
ろ《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》
に
近
い
。

こ
の
こ
と
は《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》の
作
者
と
同
一
で
、
よ
り
熟
達
し
た
筆
致

を
示
す
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。《
御
泉
水
之
図
》を
文
化
十
年
の
制
作
と
す

る
見
方
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
頃
す
で
に
岷
山
は
没
し
て
い
る
。
岷
山
の
子
小
倉

武
駿（
生
年
不
詳
〜
一
八
三
九
）は
、
花
卉
を
描
く
た
め
の
色
彩
表
現
に
優
れ
た

感
覚
を
表
す
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
父
岷
山
と
の
関
わ
り
で
は
遺
さ
れ
た
絵
画
資
料

類
を
継
承
し
た
と
み
ら
れ
る
。「
富
士
図
」な
ど
に
岷
山
画
か
ら
の
形
態
伝
承
を
認

め
ら
れ
る
ほ
か
、
岷
山
画
を
原
本
と
し
て
、
そ
の
代
替
作
の
制
作
を
命
じ
ら
れ
た

と
い
う
逸
話
も
伝
わ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
で《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸

図
》や《
御
泉
水
之
図
》の
作
者
と
し
て
小
倉
武
駿
を
想
定
で
き
る
。

（
三
）
跨
虹
橋
改
修
の
可
能
性
に
つ
い
て

こ
こ
ま
で
に
見
て
き
た
絵
画
資
料
で
は
、
幾
人
か
の
画
家
に
よ
っ
て
庭
園
景
観

の
実
際
が
捉
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
な
か
で
名
所
の
景
観
描
写
に

も
特
徴
が
精
密
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
印
象
が
あ
り
、
た
と
え
ば
②
跨
虹
橋
の
造
形

を
比
較
し
て
み
る
と
構
造
の
違
い
を
描
き
分
け
て
い
る
こ
と
に
気
付
く【
図
５
】。

②
跨
虹
橋
は『
縮
景
園
史
』に
よ
れ
ば
、
天
明
六
年（
一
七
八
六
）六
月
に
完
成

し
た
。『
縮
景
園
銘
細
記
』
に「
跨
虹
橋
ハ
恭
昭
院
様〔
註
、
浅
野
重
晟
〕
御
世
中

弐
度
御
築
直
し
被
仰
付
、
弐
度
目
乍
恐
思
召
通
恰
好
出
来
仕
候
由
申
伝
へ
候
」 

と

記
さ
れ
て
お
り
、
従
来
こ
の
改
築
年
代
を
天
明
六
年
の
竣
工
に
当
て
て
考
え
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
各
種
の
絵
画
資
料
を
比
較
す
れ
ば
、
虹
状
の
半
円
橋
を
作
る
構

造
に
つ
い
て
迫
石
を
築
い
て
要
石
で
天
部
を
塞
ぐ
手
法
は
共
通
す
る
よ
う
で
あ
る

が
、《
縮
景
園
図
》《
縮
景
園
山
荘
図
》
で
は
迫
石
の
土
台
が
池
中
に
沈
む
よ
う
に

描
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》《
御
泉
水
之
図
》
で
は
、
堤

⑪
積
翠
嵓
へ
水
が
流
れ
落
ち
る
様
子
を
描
い
て
い
る
。《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》に

比
較
し
て
新
し
い
景
観
に
は
、
石
敷
島「
千
歳
磯
」や
清
風
館
側
の
池
端
で
石
際

に
生
え
る
松
が
あ
る
。

「
千
歳
磯
」
の
築
造
、
呼
称
は
い
つ
頃
の
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
少
な
く

と
も
文
化
七
年（
一
八
一
〇
）『
縮
景
園
仮
名
記
』
に
は
未
だ
特
筆
さ
れ
て
い
な

い
。
一
方
、
池
端
で
石
際
に
生
え
る
松
は『
縮
景
園
銘
細
記
』
に
唐
津
藩
の
水
野

氏
よ
り
送
ら
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
水
野
氏
に
は
重
晟
の
弟
で
養
嗣
子

と
し
て
唐
津
水
野
家
を
継
い
だ
忠
鼎（
一
七
四
四
〜
一
八
一
八　

在
位
一
七
七
五

〜
一
八
〇
五
）
が
お
り
、
忠
鼎
は
参
勤
交
代
途
次
に
た
び
た
び
縮
景
園
を
訪
れ

た
。
忠
鼎
に
よ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
文
政
元
年（
一
八
一
八
）
の
忠
鼎
没
後
に
築

か
れ
た
蓋
然
性
は
低
い
。

《
縮
景
園
図
》《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》に
名
所
選
定
と
の
関
わ
り
が
想
定
で
き

る
よ
う
に
、
あ
る
い
は《
縮
景
園
八
勝
図
》
に
園
内
外
の
眺
望
を
描
か
せ
、
そ
れ

に
対
応
し
た
題
詠
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
名
庭
園
が
描
か
れ
る
際
の
背
景
に

は
藩
主
ら
公
認
の
文
芸
活
動
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の《
御
泉
水
之
図
》
は
一
紙
物

の
絵
画
で
あ
る
が
、
藩
主
の
庭
を
描
い
て
、
意
味
も
な
く
藩
庫
に
伝
来
し
た
と
は

考
え
難
い
。
し
か
し
、
こ
の
二
図
に
対
応
す
る
題
詠
は
知
ら
れ
ず
、
こ
の
点
を
重

視
す
れ
ば
、
重
晟
が
晩
年
に
眺
望
景
観
の
選
定
、
命
名
を
検
討
し
て
描
か
せ
、
そ

の
途
中
で
重
晟
が
没
し
た
こ
と
で
未
完
と
な
っ
た
可
能
性
は
あ
り
う
る
。
こ
れ
ら

を
条
件
と
す
れ
ば
、
こ
の
年
代
観
の
範
囲
も
絞
る
こ
と
が
で
き
、
重
晟
の
没
年
で

あ
る
文
化
十
年（
一
八
一
三
）の
景
観
を
描
い
た
も
の
と
み
な
し
う
る
。

画
風
に
つ
い
て
は
、
水
紋
の
線
描
は《
縮
景
園
図
》に
近
く
、
桜
花
の
桃
色
か

ら
白
色
へ
の
変
調
を
唐
突
に
感
じ
さ
せ
な
い
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
や
⑤
迎
暉
峰
の
山
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面
を
土
台
と
し
て
迫
石
を
描
い
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
現
行
の
跨
虹

橋
に
お
い
て
も
、《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》以
降
の
描
写
に
等
し
い
構
造
を
示
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

細
部
の
意
匠
の
場
合
に
は
描
写
の
正
確
性
を
欠
く
こ
と
は
あ
り
う
る
が
、《
縮

景
園
図
》で
は
⑳
超
然
居
の
貼
紙
に
彫
透
か
し
欄
干
な
ど
を
加
筆
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
正
確
性
を
著
し
く
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
と
も
み
な
し
が
た
い
。
ま
し
て
藩

主
肝
煎
り
の
建
造
物
で
あ
る
②
跨
虹
橋
で
あ
る
。
ま
た《
縮
景
園
山
荘
図
》は
享

和
元
年
の
臨
摸
草
稿
に
よ
る
画
巻
で
、
こ
れ
も
完
成
品
で
は
な
く
、
描
写
の
簡
略

性
、
速
写
性
か
ら
、
正
確
に
捉
え
ら
れ
な
い
部
分
も
あ
る
が
、《
縮
景
園
図
》と
の

比
較
に
よ
り
線
描
段
階
の
再
現
精
度
は
高
い
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
対
し
て

《
縮
景
園
図
》か
ら
派
生
し
た《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》が
跨
虹
橋
の
形
状
を
踏
ま

え
な
い
点
も
見
逃
せ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
跨
虹
橋
現
行
の
姿
は
天
明
六
年
竣
工
の

も
の
で
は
な
く
、
文
化
元
年
頃
ま
で
に
改
修
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。四

　
天
保
期
の
縮
景
園
―
改
修
の
記
憶
を
写
す
も
の

《
安
芸
国
広
島
縮
景
園
全
景
》
は
紙
本
着
色
、
広
げ
る
と
縦
五
四・
〇
㎝
、
横

一
三
四・
〇
㎝
の
画
面
と
な
る
畳
物
で
あ
る
。
造
園
家
小
澤
圭
次
郎
に
よ
る
収
集

品
で
、
そ
の
題
簽
に
は「
失
姓
氏
苑
池
図　

有
長
石
𣘺
」
と
あ
り
、
朱
筆
で「
失

姓
氏
苑
池
」
部
分
を
見
え
消
し「
藝
州
廣
島
縮
景
園
全
景
」
図
と
改
め
、「
明
治

二
十
八
年
ニ
至
リ
テ
之
ヲ
知
了
ス
」
と
加
筆
し
て
い
る
。
明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）
は
広
島
大
本
営
か
ら
縮
景
園
へ
の
行
幸
が
あ
っ
た
翌
年
で
、
こ
の

報
を
契
機
と
し
て
小
澤
は
縮
景
園
の
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
図
を《
浅

図５　跨虹橋の比較　　上段左：《縮景園山荘図》のうち　　上段右：《縮景園図》のうち　　　　

　　　　　　　　　　   下段左：令和3年度時点　　　　　  下段右：《浅野侯別邸泉邸図》のうち
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野
侯
別
邸
泉
邸
図
》に
比
較
し
て
み
る
と
、
②
跨
虹
橋
は
現
行
の
姿
を
描
い
て
い

る
こ
と
に
気
付
く
が
、《
縮
景
園
図
》を
祖
型
と
し
な
い
、
全
く
別
の
型
を
示
し
た

鳥
瞰
図
で
あ
る【
図
６
】。
庭
園
景
観
と
し
て
は
、
③
濯
纓
池
東
側
に
石
敷
島

「
千
歳
磯
」、
西
側
に
も
石
敷
島「
振
鷺
洲
」
が
増
え
て
い
る
。
池
泉
外
周
部
で

は
、
東
側
の
南
岸
に
板
橋「
龍
門
橋
」、
北
岸
に「
楊
柳
橋
」
へ
繋
が
る
島（
無

名
）
と
石
橋「
爽
籟
橋
」
が
築
か
れ
、
西
側
に
は
⑨
竒
福
山
横
に
板
橋「
攀
桂
橋
」

や
腰
掛「
駐
杖
榻
」、
そ
し
て
⑮
楓
林
付
近
の
砂
利
浜
に
窓
を
開
け
た
亭
館「
夕

照
庵
」が
築
か
れ
て
い
る
。
ま
た
⑳
超
然
居
横
の
松
の
大
木
に
つ
い
て
は
、
本
来

は
二
本
で
あ
っ
た
が
、
文
政
度
の
台
風
で
一
本
が
倒
木
し
た
と『
縮
景
園
銘
細

記
』
に
記
さ
れ
て
お
り
、
文
政
十
一
年
、
十
二
年（
一
八
二
八
、二
九
）の
二
度
に

わ
た
っ
て
台
風
が
城
下
を
襲
い
、
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
後
の
様
子
を
描
写
し
て

い
る
。
他
方
、
画
面
の
横
巾
に
対
し
て
奥
行
き
の
比
率
を
高
め
つ
つ
、
①
清
風
館

の
姿
、
⑫
明
月
亭
の
横
で
山
上
に
描
か
れ
て
い
た
樹
影
を
明
示
し
て
い
な
い
点
で

は
、《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》以
前
に
み
ら
れ
た
園
外
眺
望
な
ど
に
対
す
る
意
識
が

変
化
し
て
い
る
可
能
性
も
伺
わ
せ
る
。

さ
て
、
こ
の
景
観
は
白
井
も
確
認
し
て
い
る
通
り
、
文
政
十
三
年（
一
八
三
〇

＝
天
保
改
元
年
）以
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い）

10
（

。
そ
の
理
由
は
夕
照
庵

及
び
丹
楓
林（
⑮
楓
林
を
改
称
し
た
名
所
）付
近
で
文
政
末
頃
に
大
き
な
改
修
が
行

わ
れ
た
こ
と
を『
縮
景
園
銘
細
記
』 

が
伝
え
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り「
文
政

十
三
年
頃
丹
楓
林
辺
御
模
様
替
ニ
而
此
御
新
建
御
射
場
共
御
出
来
」と
記
さ
れ
た

内
容
で
、
⑯
流
芳
軒
を
解
払
っ
た
あ
と
近
く
に
射
場
を
付
設
し
た
建
物
を
作
っ
た

が
、
そ
の
建
物
が
完
成
す
る
前
に
八
代
藩
主
斉
賢（
一
七
七
三
〜
一
八
三
〇　

在

位
一
七
九
九
〜
一
八
三
〇
）
が
没
し
た
た
め
に
命
名
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま「
新
御

図６　《安芸国広島縮景園全景》全図及び部分図
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た
。
し
か
し
桜
花
や
青
花
に
み
る
点
描
技
法
、
杉
葉
の
形
態
、
岩
の
皴
法
、
そ
し

て
⑦
悠
々
亭
の
前
景
に
水
禽
を
添
え
る
趣
向
な
ど
に
狩
野
派
画
家
の
洗
練
さ
れ
た

表
現
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
天
保
期
以
降
、
広
島
藩
の
狩
野
派

画
家
と
し
て
は『
厳
島
図
会
』
の
挿
図
を
担
当
し
た
山
野
峻
峯
斎（
一
七
八
四
〜

一
八
五
二
）を
ま
ず
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
門
下
で
は『
広
島
県
書
画
家
伝
』に「
狩
野

派
の
画
を
学
び
、
能
く
緻
密
な
る
画
を
作
る
」
と
紹
介
さ
れ
る
小
林
月
峰

（
一
八
三
三
頃
〜
一
八
八
八
）
も
特
筆
さ
れ
る
一
人
で
あ
っ
た
。
峻
峯
斎
は
当
地

の
近
世
画
家
と
し
て
経
歴
も
作
品
も
比
較
的
知
ら
れ
て
い
る
画
家
で
あ
る
が
、
月

峰
に
つ
い
て
は
経
歴
未
詳
で
、
ま
た
現
在
確
認
で
き
る
作
品
も
希
少
で
あ
る
。
し

か
し
月
峰
に
は
、
厳
島
の
北
面
・
背
南
を
金
銀
泥
と
青
緑
の
色
彩
を
用
い
て
描
い

た《
厳
島
図
》（
宮
島
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）
や
水
墨
淡
彩
に
よ
る《
二
河
瀧
図
》

（
呉
市
入
船
山
記
念
館
蔵
）な
ど
が
あ
っ
て
、
と
り
わ
け《
厳
島
図
》に
み
る
点
描

樹
木
の
緻
密
さ
、《
二
河
瀧
図
》に
み
る
岩
の
皴
法
の
筆
致
な
ど
は《
安
芸
国
広
島

縮
景
園
全
景
》の
細
部
描
写
に
共
通
し
た
特
色
を
示
し
て
い
る
。

小
林
月
峰
を
作
者
と
す
れ
ば
、
藩
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
文
政

十
三
年
以
後
の
景
観
を
示
す
原
本
に
基
づ
き
、
模
本
と
し
て
描
か
れ
た
こ
と
が
想

定
で
き
、
こ
の
絵
画
資
料
は
、
長
じ
て
原
本
を
模
し
た
月
峰
の
、
恐
ら
く
原
本
を

も
上
回
る
だ
ろ
う
精
緻
さ
が
表
れ
た
模
本
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
改
修
直
後
に
お
い
て
は
、
新
御
建
の
名
付
け
を
命
じ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

よ
う
に
、
そ
の
真
景
を
写
す
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

も
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
本
図
の
原
本
は
九
代
藩
主
斉
粛（
一
八
一
七
〜

一
八
六
八　

在
位
一
八
三
一
〜
一
八
五
八
）
の
頃
に
新
た
な
改
修
を
行
う
に
あ

た
っ
て
、
先
代
の
築
い
た
庭
園
景
観
を
記
憶
に
遺
す
た
め
に
描
か
れ
た
も
の
、
と

い
う
推
測
を
提
示
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

建
」と
通
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
別
項
で
は
、「
新

御
建
」西
隣
で
新
馬
場
の
築
造
が
行
わ
れ
る
と
射
場
は
機
能
せ
ず
解
取
す
る
こ
と

に
な
り
、
新
御
建
は
下
地
の
ま
ま
再
利
用
し
て
整
え
ら
れ
、
新
馬
場
の
出
来
後
に

は
新
御
建
と
新
馬
場
の
間
に
柱
を
入
れ
替
え
、
西
端
の
馬
場
を
園
の
本
庭
に
囲
い

込
む
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
こ
の
新
御
建
は
、
大
正
時
代
に
は「
夕

照
庵
」と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
新
御
建
に
関
連
し
て
、《
弘
化
三
歳（
一
八
四
六
）
改
メ
御
泉
水
惣
絵
図
》

に
は
そ
の
配
置
、
間
取
り
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
絵
図
に
は
本
紙
に
貼
紙
が
加
え

ら
れ
て
お
り
、
赤
外
線
撮
影
写
真
で
確
認
で
き
る
貼
紙
下
の
本
紙
に
は《
縮
景
園

図
》同
等
と
み
ら
れ
る
⑯
流
芳
軒
の
間
取
り
、
元
の
調
馬
場
を
確
認
で
き）

11
（

、
ま
た

文
政
元
年（
一
八
一
八
）
に
設
け
ら
れ
た
茶
室（「
天
祐
公
済
美
録
三
十
四
上
」

『
新
修
広
島
市
史
５
』
所
引
）
に
相
当
す
る
と
思
し
い「
幽
玄
庵
」
も
描
写
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
本
紙
は
文
政
元
年
〜
文
政
十
三
年
の
期
間
に
描
か
れ
た
も
の

と
推
定
で
き
、
そ
の
後
に
園
西
部
で
、
一
つ
は
丹
楓
林
部
分（
一
八
三
〇
）、
も

う
一
つ
は
調
馬
場
部
分（
改
修
年
不
詳
）の
少
な
く
と
も
二
度
に
わ
た
る
改
修
の

成
果
が
反
映
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
丹
楓
林
部
分
の
貼
紙
に
は
、

⑳
超
然
居
の
移
動
と
西
岸
へ
の
架
橋「
洗
心
橋
」を
同
じ
貼
紙
上
に
描
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
⑳
超
然
居
に
洗
心
橋
を
未
だ
描
か
な
い《
安
芸
国
広
島
縮
景
園
全

景
》は
文
政
十
三
年
改
修
直
後
、
す
な
わ
ち
天
保
期
の
う
ち
早
い
段
階
の
景
観
を

描
い
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な《
安
芸
国
広
島
縮
景
園
全
景
》は
造
園
家
小
澤
の
収
集
品
と
し
て

早
く
に
知
ら
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
作
者
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
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【
註
】

（
１
） 「
文
化
庁
指
定
台
帳
」（
広
島
県
環
境
県
民
局
文
化
芸
術
課『
名
勝
縮
景
園
保

存
管
理
計
画
書
』、
平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
）所
収
）

（
２
） 広
島
県
教
育
委
員
会
編『
縮
景
園
史
』、
昭
和
五
十
八
年（
一
九
八
三
）

（
３
） 広
島
県
立
美
術
館
編『
知
ら
れ
ざ
る
サ
ム
ラ
イ
・
ア
ー
ト　

大
名
庭
園
展
』

図
録
、
平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
）

（
４
） 白
井
比
佐
雄「
速
報　

縮
景
園
図
巻
、
縮
景
園
記
稿
本
に
つ
い
て
」『
雲
か
山

か
』第
一
二
一
号
、
令
和
四
年（
二
〇
二
二
）

（
５
） 「
知
新
集
」（
広
島
市
役
所
編『
新
修
広
島
市
史
』
第
六
巻
、
昭
和
三
十
四
年

（
一
九
五
九
）所
収
）

（
６
） 財
団
法
人
広
島
市
文
化
財
団 

広
島
城
編『
縮
景
園
山
荘
図
の
世
界
』図
録
、

平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）

（
７
） 安
永
拓
世「
谷
文
晁
筆《
赤
坂
庭
園
五
十
八
勝
図
》（
和
歌
山
県
立
博
物
館

蔵
）と
そ
の
ま
な
ざ
し
」『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』第
十
二
号
、
平

成
十
八
年（
二
〇
〇
六
）

（
８
） 頼
春
水「
霞
關
掌
錄　

二　

在
江
戸
」（
森
銑
三
ほ
か
編『
随
筆
百
花
苑
』
第

四
巻
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
六
年（
一
九
八
一
）所
収
）

（
９
） 白
井
比
佐
雄「《
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
》
に
つ
い
て
―
新
発
見
の
縮
景
園
全

景
図
―
」『
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
』
第
十
九
号
、
平
成
二
十
九
年

（
二
〇
一
七
）

（
10
） 白
井
比
佐
雄
、
前
掲
註（
９
）論
文

（
11
） 白
井
比
佐
雄「
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
縮
景
園
の
改

修
に
つ
い
て
」『
広
島
県
文
化
財
ニ
ュ
ー
ス
』第
二
一
六
号
、
平
成
二
十
五
年

（
二
〇
一
三
）

お
わ
り
に

近
年
に
は「
庭
園
画
」
と
呼
ぶ
呼
称
も
確
立
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
ら
の
内
に
あ
る
分
類
は
明
確
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
画
家
の
視
点
に
よ
る

意
味
で
は
上
空
か
ら
一
目
に
捉
え
る「
鳥
瞰
図
」に
対
し
て
、
実
地
を
歩
く
中
で

景
観
を
捉
え
る「
回
遊
図
」と
い
う
分
類
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
庭
園
の
全
体

を
一
図
に
描
く
意
味
で
の「
全
景
図
」に
対
し
て
、
庭
園
の
一
部
分
を
各
図
に
描

く「
分
景
図
」と
い
う
捉
え
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
漢
詩
や
和
歌
の
題
材
と
し
て

設
定
さ
れ
た
景
観
を
描
く
も
の
は「
名
所
絵
」と
も
呼
び
う
る
。
改
修
な
ど
の
移

り
か
わ
り
が
早
い
庭
園
内
外
の
景
観
を
描
く
行
為
は
特
定
の
年
代
、
個
人
の
み
が

体
験
し
、
描
き
う
る「
真
景
図
」で
も
あ
る
。
そ
の「
真
景
図
」が
実
地
に
遊
ぶ
こ

と
の
難
し
い
遠
方
人
物
た
ち
に
漢
詩
や
和
歌
を
詠
ま
せ
る
た
め
の「
名
所
絵
」と

し
て
機
能
し
た
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。「
庭
園
画
」に
み
ら
れ
る
視
点
は

複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
可
能
で
、
実
際
の
用
途
も
様
々
に
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
縮
景
園
を
主
題
と
す
る
六
件
の
絵
画
資
料
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
庭
園
景
観
が
示
す
年
代
観
、
作
者
像
、
そ
の
制
作
目
的
な
ど
に
つ
い
て
私
見
を

述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
言
及
は
推
測
に
頼
る
こ
と
も
多
く
、
論
証
不
足
を
免
れ
な
い

が
、
岡
岷
山
が
始
発
点
と
な
り
、
谷
文
晁
の
画
風
も
摂
取
し
、
幕
末
に
は
狩
野
派

の
活
動
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
あ
る
程
度
、
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。
縮
景

園
を
築
き
直
し
、
整
え
て
い
く
営
み
に
沿
う
画
家
が
そ
の
時
々
に
活
動
し
て
い
た

広
島
藩
の
絵
画
の
流
れ
、
在
り
様
を
理
解
す
る
う
え
で
、
と
り
わ
け「
大
名
の
庭

園
を
描
く
」と
い
う
行
為
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
き
た
の
か
、
さ
ら
な
る
資

料
調
査
を
通
し
て
、
引
き
続
き
考
察
の
機
会
を
設
け
た
い
。
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図
版
出
典
】

図
６　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
す
み
か
わ　

あ
き
ひ
ろ
／
当
館
主
任
学
芸
員
）
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